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　神様と呼ばれているウラルだが、万能というわけではない。元々は他の星から来た、寄き生せい生物なのだ。寄生した生物の病やまいを治してやったり、脳のうの一部を活性化させて、以前より少し利口で物わかりをよくしてあげられるというのが、神様らしい能力といえるだろう。

　たまには自分が持っている膨ぼう大だいな知識の一部を、お裾すそ分わけしてあげることもある。それでこの世界の文明は、少しずつ発展してきたのだ。

『ああ、前回、少し頑がん張ばりすぎたな。働きすぎだよ、俺も』

　力尽きるまで働いてしまい、すっかり非力になっていたが、数カ月が過ぎてやっと元に戻ってきた。

『姫ちゃんが心配してるだろう。挨あい拶さつぐらいはしておかないとな』

　烏からすの中に入って、ゴシュラムの城を目指す。そこには以前体を借りた、王女ミーナがいるのだ。ところがミーナの部屋の窓に向かおうとする直前、庭園でウラルは網あみに引っかかってしまった。

『おい、冗じよう談だんだろ。いつからこの城は、鳥に対して優しくなくなったんだ』

　こんなことをされるとは思っていなかったから、油断してあっさりと捕つかまってしまったではないか。捕ほ獲かくしに来た人間に文もん句くを言おうと待ち構えていたら、何と現れたのはゴシュラムの双ふた子ごの王子のうちの一人、ラウルだった。

「ふふふふふふ、読みは正しかったな。そろそろミーナのところに来ると思ってたんだよ。狼おおかみに入ってきた場合も考えて、落とし穴も用意したんだけどね。何も知らない衛えい兵へいが、もう三人も落っこちて、そろそろまずくなるところだったんだ」

　烏を網でくるんだまま、ラウルは嬉うれしげに言ってくる。

「神様なんでしょ？　隠しても無む駄だだよ。僕にはわかってるんだから」

『まいったな……』

　ラウルは好奇心旺おう盛せいで、前々から何とかウラルと接せつ触しよくしようとしていたのだ。

「僕の名前は、神様が母上を変身させていたときに名乗っていた名前、ラウル・フォー・メイデンからとったらしいね。ねぇ、そういう関係なんだから、神様、僕の願いを聞いてくれてもいいんじゃない？」

『女の子に変身したいのか？』

「すごい。何も言わなくても、考えていることがわかるんだ？」

『あのな。神様をおもちゃにしてはいけませんって、母上から習わなかったのか？』

　ウラルの言葉に、ラウルは声を出して笑いだす。

「レディたちの間で、僕ってどういう評価をされているか、知りたいんだ」

『噓うそはいけないよ、ボウヤ。女の子の体に興味があるんだろ』

「い、いや、そ、それもないとは言わないけど、それだけじゃないよ」

　必死になっているラウルの顔は真まっ赤かだ。けれどこれで、ウラルには噓がつけないとよくわかっただろう。

『自分の評価なんて知ってどうするんだ。気になるレディもいないくせに』

「うん、そうなんだけど、改善すべき点があるなら、しようかなと思って。だって双子の片割れのマリスは、もう気になるレディを見つけて、いい感じなんだよ。何でマリスだけなんだろう。僕って、こんなだから駄だ目めなのかな」

『双子だからって、そこまで競争心を持つこともないだろ』

「だけど……マリスに負けてるような気がして……」

　ラウルはしょぼんと落ち込む。そんな姿を見てしまうと、ウラルのお尻しりの辺りはむずむずしてきてしまう。

　いけない、これではまんまとラウルの狙ねらいどおりになってしまいそうだ。人がいい、いや、神がいいと言うべきか、ウラルは人に頼み事をされると、それが悪事でない限り、つい手助けしてしまいたくなるのだった。

「神様ってやっぱり女の子が好きなの？　どうして、いつも使うのは女の子なのかな」

　いきなりの質問に、ウラルはむっとして答える。

『女の子ばっかりじゃないぞ。最初はほとんど男だったんだからな。そもそも君らは、俺がこの世界に来て、一番最初に世話になったウラルって若者の子し孫そんなんだぞ』

「子孫って、孫まごの孫の孫の孫って感じ？」

『もっとたくさん孫が連つらなっていくが、ま、そんな感じだ。ラウル、君はその初代ウラルに、少し似ているよ』

「だったら、どうして僕を使ってくれないのかな。僕は役に立つと思うけど」

　それはこの好奇心旺盛な性格が、いろいろと面倒を引き起こすことになるとわかりきっているからだ。

『今は揉もめ事はないから、ラウルの出番はないぞ』

「そうだね。だったら……平和的に楽しむのはいいでしょ？　今夜、祝しゆく宴えんがあるんだ。ハッシュウィルから留学中のアレク殿でん下かが、やっと国に帰るつもりになったから、送そう迎げい会かいなんだよ」

『何だ、まだいたのか。で、アレク殿下、少しは強くなったのか？』

　ウラルは苦笑しながら、隣りん国ごくの皇こう太たい子しに思いを馳はせる。大切にされすぎたのか、戦えない皇太子だったが、ゴシュラムに来て少しは鍛きたえられただろうか。

「今夜の祝宴の主役はアレク殿下だからね。僕がいないほうがいいと思うし」

『自分はもてるとか思ってるのか？』

「アレク殿下よりは、レディに人気があるよ。彼はどうしてもゴシュラムで、后きさき候補を見つけたいらしいけど、ま、あれじゃ無理だろうな」

　レディだったら誰だれでも構わずに、ハッシュウィルの王おう妃ひにならないかと口く説どき回っているアレクの姿を思い浮かべてラウルは笑う。

「僕がいなければ、それだけ多くのレディと踊おどれるだろうし。ね、神様……じゃなくってウラル、僕を変身させてよ」

『ま、いいけど、ボウヤが着られるようなドレスはないだろう』

「体を小さくはできないの」

『そういう無理はしない。表側をさっと変えるだけだ』

「すぐにドレスが縫ぬえるとかの力はないの？」

『ないね。ドレスの縫い方だったら教えてやれるが、今から縫うか？』

　残念なことにウラルは神様だが、魔法使いではなかった。パッと光を出して、何もかも変えてしまうような力はない。

「そうか……ドレスが必要なのか。んっ……ああ、彼女のドレスだったら着られるよ」

　ウラルに顔はないけれど、そのとき確かにウラルは嫌いやな顔というやつをしたように、ラウルには感じられた。

『勝手に借りるつもりか？　ばれたら、いくら皇太子でもバシバシお仕置きされるぞ』

「ばれないさ。滅めつ多たに着ないドレスのことなんて、ジョージアは忘れてるに決まってる」

　何とラウルは、王妃シーナの第一騎き士しであるレディ騎士のドレスを、こっそり借りるつもりらしい。確かにレディ騎士ジョージアは、女性としては大柄で逞たくましく、背も高かった。

『こういうことになると張り切るのは、いったい誰に似たのかな』

　ウラルのぼやきをラウルは聞いていない。もうわくわくしてしまって、勝手に舞い上がっていた。

「急な公用のために、ジョージアはドレスを城内の被服倉庫に預けてるんだ。だけどそれを着なくちゃいけなくなったのは、僕が子供の頃から今までに三回しかない」

　そんなドレスじゃ、さぞや流行遅れだろうとウラルは思ったけれど、さすがにラウルにはドレスに対するそこまでの拘こだわりはなかった。













「えっ、何で。変身したのに、まだあそこはそのままなんだけど」

　鏡に映っているのは、明るい茶色の髪かみがふんわりとカールしている、なかなかの美女だ。ウラルの変身能力の高さに、ラウルは満足したが、不満もある。

「ウラル、胸むねがぶかぶかだよ。もっと大きくして」

『不純な動機を感じるが……あのジョージアのドレスじゃな。しょうがないか』

　ぶつぶつ言いながらもウラルが何かしたらしく、ラウルの胸はいきなり膨ふくらむ。

「うっわーっ、ジョージアって……この体であんなに戦えるんだ。凄すごいな」

　おかしなことで感心している。そのままラウルは自分の胸に手をやろうとしたが、そこでなぜか動きが封ふうじられてしまった。

『あのな。そういうことのために変身したんなら、俺は今すぐに虫でも探して、ボウヤの体から出て行くぞ』

「わ、わかったよ。別にそれが目的じゃないし。それより名前をどうしよう。レディ・キララってのはどう」

『何だか魔女っぼくないか？』

「じゃあ……ザララ……とか、ヒコック、いや、これは男か……マロニーニとか」

　ラウルは手にした招待状に、この女性の名前を書かねばならず悩んでいた。下へ手たに貴族だと名乗ると、そんなレディはいないとすぐにばれてしまう。そこで平民だが、ラウルに直じかに招待されたことにするのだ。

『ボウヤ、せっかく綺き麗れいにしてやったんだから、もう少し女らしい、ふわっとした名前にしろよ。たとえば……モーナとか』

「やだよ。母上がシーナで、妹がミーナだ。何で、そういう名前ばっかり……あっ、もしかしてウラルの初恋の人だったとか？」

　いい加減に言ったつもりだが、どうやらずばり当たっていたらしい。ウラルはそれからしばらく、何の返事もしてくれなくなった。そこでラウルは、新たに浮かんできた名前に決定してしまった。

「わかった。ウララだ。レディ・ウララ。決定」

　素早くラウルは、招待状に名前を書き込む。

「えーっ、レディ・ウララは、ラウル王子が招待した者であることをここに記す……と」

『キララよりましか……』

　名前なんてどうでもいい。それよりもっと大変なことに、やっとラウルは思い当たった。

「まずい。ダンスはレディのようには踊れないよ」

『まかせろ。俺はダンスの神様だ。男でも女でも、どっちも踊れるぞ』

「そうだよねぇ。そうだ、そうだって」

　これでもう問題はない。ラウルは飛び上がりそうな勢いで、被服倉庫を出ようとした。それをウラルがまたもや引き留める。

『おい、ちゃんとレディ・ウララの設定をしておけよ。どこのお嬢じようさんで、いつラウルと知り合ったんだ？』

「そんなこと訊きいてくるやついるかな」

『女の怖さを知らないらしい。それを学ぶには、まぁ、いい機会だが。それじゃこうしよう。遠出した殿下が池にはまったのを、レディ・ウララは助けたんだ』

「えーっ、僕が池にはまった？　そんなドジじゃないよ」

　けれどこれは仮の設定だから、受け入れるしかなさそうだ。もう少しましなのはないかなと思いつつ、やっとラウルは被服倉庫から抜け出した。

「女物の靴くつは歩きにくいな。ジョージアのでもきつい。それに、何ていうのか、前方に重たいものがあって、体が前のめりになりそう」

　自分で選んだこととはいえ、ラウルは今更のように戸と惑まどう。

『おい、そんな大おお股またで、がしがし歩くな。もっとレディらしく、しとやかに歩け。ほとんどのレディは、ジョージアやジュリアみたいに男勝りじゃないんだぞ』

「わかってるって……」

　歩幅を小さくし、そろそろと歩いて広間へと向かう。すると入り口では、侍じ従じゆうの一人が招待状を調べていた。

　よく知っている侍従なのに、全くラウルだと気が付いていない。それが楽しくて、ラウルはますます興奮してきた。

「レディ、招待状をお願いいたします」

　つんっと気取った侍従の様子がおかしくて、笑いたいのを堪こらえながら、ラウルは自分で書いた招待状を差し出す。

「ラウル殿下からのご招待ですか？」

　侍従は怪け訝げんそうな顔をしたが、署名は確かにラウルのものだったので、そのまま通してくれた。

『うわっ、同じような祝宴でも、こう姿が違うと新しん鮮せんだね』

　浮かれていたが、すぐにラウルは男だん爵しやく家けのレディにつかまってしまった。

「初めてお会いいたしますわね。どちらのご出身ですの？」

「えっ……み、南です」

「まぁ、そうですの。南といったら、ザイゼン伯はく爵しやくのご親しん戚せきかしら？」

「いえ……あの、貴族ではないので」

　その途と端たん、レディはあからさまに嫌そうな顔をした。平民風ふ情ぜいが、こんな祝宴に何しに来たんだと、今にも口から飛び出しそうだ。

「まぁ、そうですの。で、どなたのご紹介？」

「ラウル殿下です……」

「んっまぁ、本当に殿下のお知り合いなのかしら？　殿下は気さくな方ですけれど、あなたのような身分の人にまで、お声掛けなさるのかしらね」

『うっわっ。僕の前だと、いつでも笑顔なのに、何、この顔。何で貴族じゃないってだけで、こんなに怒られないといけないんだよ』

　ラウルの驚きは、そのまま顔に出てしまったようだ。男爵家のレディは、バカにしたような薄ら笑いを浮かべる。

『ラウル、これでわかっただろ。うん、変身していいことの一つは、人間の本質が見抜けるってことだな。いい勉強になっただろ』

　確かにいい勉強にはなっている。ふらふらと広間を歩いていると、皆みな、同じように話し掛けてきて、同じような反応を示すのだ。

　さらに最初は親しげに話し掛けてくる男性も、ラウルが平民だと知ると、すぐに興味を失って去っていった。

『ひどいな、これは。自国の貴族ながら、嫌になるよ』

『で、ワインだ、ワイン。飲もう、飲もう』

『そうだね。飲まずにはいられない感じ。何なの、これ。女の子になったら、もっとみんながちやほやしてくれて、その合間にラウル殿下のことはどうお思い、なんて訊き出そうと思ってたのに』

　用意されたワインを、ラウルはがぶがぶと飲む。かなり飲むほうだが、今夜はいつも以上に酔よいが回らない。どうやらウラルが、みんな飲んでしまっているようだ。

　そのときドレスの袖そでをそっと引かれて、ラウルは後ろを振り向いた。

「あれ、あれぇ、あれ。おかしいな。失礼しました。母と同じ匂いがしたので、てっきり母だと思って」

　やたら嗅きゆう覚かくのいい、レディ騎士の息子むすこジュリアスが、驚いたようにラウルを見つめている。

　まだ少年で、レディが苦手なジュリアスだ。ついでにからかってやれと思って、ラウルはにっこりと微笑ほほえむ。

「こちらこそ、あなたの母上と間違えられて光栄ですわ」

　精せい一いつ杯ぱいの作り声で話し掛けたら、ジュリアスは耳まで真っ赤になってしまった。そこでラウルは、ジュリアスにもわざと身分を教える。

「私、ラウル殿下のご招待で来たのですけれど、平民なものですから……やはり来てはいけなかったんでしょうか？」

「と、とんでもない。誰でも、招待されたら同じように祝宴を楽しむ権利があります。そのレディ……」

「ウララです」

　平民と知っても、ジュリアスは態度を変えない。あくまでもレディとして接してくれるつもりらしい。やはりジュリアスはとても良い子だと、ラウルは感動してしまった。

「ラウル殿下は、今こ宵よいはまだお見えじゃありませんね」

　気を利きかせてジュリアスは、ラウルを探そうとしてくれている。けれど見つからないとわかると、律りち儀ぎにもラウル、いやレディ・ウララの側そばにじっと立っていた。

「も、もし、ダンスまでにラウル殿下がお見えにならなかったら、よ、よろしかったら、僕と踊っていただけますか？」

「へっ？　えっ、ええ」

　ワインを飲み、ガツガツと料理を食べているのに、ジュリアスは優しくそんなことを言ってくれる。

「ごめんなさい。こんなおいしいもの食べたことがないから、つい……見苦しいところをお見せしましたわ」

　そんな言い訳をしなければいけないほど、ラウルの中にいるウラルの食欲は旺おう盛せいで、食べても食べてもすぐに次を欲しがるのだ。

「いいんですよ。こういう席では、レディはほとんど食べないですよね。我が家のレディたちは、本当によく食べます。だから、どうしてみんな遠えん慮りよするのか、不思議なんです」

　ワインを飲んだわけではないのに、ジュリアスの顔はますます真っ赤になっていく。

『おい、まずいぞ。ジュリアスは、どうやらレディ・ウララに一ひと目め惚ぼれのようだな』

「えっ？」

「はい？」

　ジュリアスは自分に話し掛けられたと思って、にっこりと微笑む。

『まずいよね。そういえばジュリアスは、こんな席でもいつもお年寄りの話し相手しかしないようなやつだったのに』

　やっとレディとしてもてたのはいいが、相手がまずい。ラウルにとっては、弟同然のジュリアスだ。何とかジュリアスを、他のレディに押しつけようと思ったが、レディ・ウララはレディたちの敵になってしまったらしく、皆、ラウルを見ては眉まゆを上げ、こそこそと何か噂うわさし合っていて、近づいてこようともしなかった。

　そこに今夜の主しゆ賓ひん、隣国ハッシュウィルの皇太子アレクがやってきた。レディたちはドレスを摘つまみ、いっせいに腰こしを落として頭を下げる。男たちは、右手を軽く胸に当てて、頭を下げた。

　ラウルもいつもと同じく、右手を胸に当てて頭を下げたが、そこでジュリアスが慌あわてたように言ってきた。

「レディ・ウララ……それは男性の挨拶です」

「へっ、あ、ああ、そ、そうでしたわね」

　ドレスを摘む。腰を下げる。はい、頭を下げてと、頭の中から指示が飛ぶ。

『もっと早く教えてよ』

『うぃーっ、ああ、何だ。今、教えただろ』

『えーっ、ウラル、神様、酔っぱらってるの』

　ウラルが酔ってしまったら、どうしたらいいのだ。これから一番の難関、ダンスがあるというのに、ウラルなしでは何もできないではないか。

「おや、初めてお見かけするレディだな。美しい人だ。背が高いのもいいね」

　近づいてきた途端に、アレクはいきなり褒ほめまくる。ともかくレディは褒めろと、誰かに入れ知恵されたらしい。

「どう？　ハッシュウィルの王妃になる気はないか？」

「はっ？」

　いきなりそれではもてるはずがないだろうと、ラウルは他ひ人と事ごとながら呆あきれた。

「私は、平民ですので……」

　それを聞いたらすぐに逃げていくかと思ったら、アレクは違っていた。

「だから、何？　私は、別に爵位と婚こん姻いんしたいわけじゃないんだ。美しくて、明るくて、そうだな、少し強いぐらいのレディが理想なんだけど」

「そ、そうですか。でも、殿下。誰にでもそうやって、自分の理想を押しつけてはいけませんわ。まず、相手を理解することから始めないと」

「ほう……そうなのか。それで？」

　アレクはもう他のレディの元には行かず、ワインを手にしてラウルばかり見つめている。

「もっとよく知り合うまで、軽けい率そつに誘うようなことをなさっては駄目です。レディは、自分だけを見て欲しい生き物ですから、誰でもいいというような方には、気持ちが向きませんわ」

　よく言ったと、ここは自分で自分を褒めてあげたい。これをラウルが言ったら、負けず嫌ぎらいのアレクはむかつくだろうが、相手が見知らぬレディだったら、少しは聞き入れるだろう。
















「そうか……だが、よく知り合うところまでが行かないんだよ。やっぱり、この外見のせいかな。ゴシュラムの殿下たちみたいに、綺麗な顔立ちでないと、嫌われるのか？」

「外見で判断するような人は、その程度ってことですわ。問題は、中身と強さでしょう」

「おおっ、やはりそこか。ゴシュラムに留学して、かなり腕うでを上げたんだが」

　アレクは嬉しそうにしているが、ラウルは面おも白しろくない。

　何だってアレクとジュリアスなんて、いつも一緒にいるような連中に囲まれて、こんな話をしていなければいけないのだ。それよりレディたちに囲まれて、うふふふふ、おほほほほと笑いながら、滅多に聞けない女の子たちの話を聞くはずではなかったのか。

　けれどアレクとの話が盛り上がれば盛り上がるほど、レディたちの視線は冷たくなっていく。どうやらレディ・ウララは、アレク狙いだったのかと思われたらしい。平民のくせに、隣国の王妃の座を狙うなんてと、とんでもない悪口が囁ささやかれ始めた。

　そこに双子の片割れ、マリスがやってきた。

「お話し中、失礼します、レディ・ウララ……」

　マリスはさりげなくラウルの手を取り、挨拶のために唇くちびるを押し当ててくる。

『うぇーっ、マリスのチュウなんて気持ち悪い』

「ラウルからの紹介でお見えになったと聞きましたが、ラウルがどこにも見当たりません。招待したレディを一人にしておくなんて、失礼なことをして申し訳ありません」

　さすがマリスだ。相手が平民だろうが、きちんと礼れい儀ぎに適かなった態度に出る。

「マリス殿下。気にすることはないさ。もしかしたらラウル殿下は、このレディが私とより親しくなれるように、気を利かせて姿を見せないのかもしれないぞ」

　アレクがラウルに近寄ってきて、笑顔で言いながら手を握にぎってきた。ラウルは慌てて手を引き抜き、大きくため息を吐く。

『まぁ、僕ばかりもてたらまずいとは思ってたけど、別に、レディ・ウララとそんなに親しくしないでいいよ。あーあ、何でこうなるんだ』

　そのとき、ついに救世主が現れた。ミーナがジュリアと共にやってきたのだ。

「まぁ、ミーナ王女だわぁ。私、ミーナ王女に憧あこがれてるんです」

　そこでラウルは、ひらりとドレスを翻ひるがえして、ミーナの側に近づいていった。

『おおっと、女の挨拶。えっと、ドレス摘んで……腰を折る』

「こんにちは、ミーナ様」

「……」

　ミーナは返事もせず、じーっと挨拶するラウルを見つめていた。

『おっ、態度、わるっ。ミーナには注意しないとな。平民の娘むすめ相手だと、笑顔も見せないのか？　そういうのって、生意気でしょ』

　けれど次の瞬間、ミーナはまるで旧友に再会したかのように、しっかりとラウルに抱だきついてきた。

「ラウル兄様、ふざけないで」

　そしてラウルの耳元に、ミーナはこそっと呟つぶやく。

「えっ、えっ、えーっ」

「神様、ひどいわ。どんなにわたしが心配したと思ってるの。なのにラウル兄様に、ジョージアのドレスなんて着させて、遊んでいるなんて」

「えっ……ドレスって」

「さっきからジュリアとずっと話していたのよ。わたしは確信がなかったけど、ジョージアの娘のジュリアにしてみれば、お母様の大切なドレスを無断で着ているのは、誰ってことになるでしょ」

　さすがだ。女子力を甘く見ていた。こんな古いドレスと思っていたが、ジュリアは母親のドレスを覚えていたのだ。

『よう、姫ちゃん、元気だったかぁ。神様、久しぶりのワインで、酔っぱらっちまったよう。もう、姫ちゃんに会いたかったのに、ラウルにつかまってなぁ』

　抱きついているせいで、ウラルの声はしっかりミーナに届いていた。

『レディたちの間で、自分がどう思われているか、ラウルは知りたいんだってさ』

「い、いや、ウラル、そんな正直に話さなくていいよ」

『なのにレディたちは、レディ・ウララを敵対視するんだぜ。平民だからぁ』

　すっかり酔っぱらってしまったウラルは、へらへら笑っているばかりだ。そこでいきなりミーナはラウルの手を引いて、レディたちが集まっている場所に連れていった。

「皆様、今宵の祝宴にようこそ」

　レディたちはそこで満面の笑みになって、優ゆう雅がにミーナに挨拶をする。

『何だよ、この態度の変わりようは』

「レディ・ウララをご紹介しますわ。とても勇気のある女性ですの」

　ミーナはにこやかに、皆に紹介を始めてしまった。

「兄のラウルが、遠乗りをしていたときに、馬に水を飲ませようと池に行きましたの。魚が泳いでいるのに見とれていた兄は……そこで頭から落馬いたしまして……」

　いかにも悲劇的にミーナが言うものだから、レディたちの間に動どう揺ようが広がった。

「頭から、池の中にどぶんと……しかも中は泥どろが柔らかくてぐちゃぐちゃで……」

『おいっ、それ、誰の話だ。僕はそんな悲ひ惨さんな落馬なんて、一度もしたことないぞ』

　ラウルの抗こう議ぎなんて、ミーナはちっとも聞いていない。ウラルが用意した筋書きを、何倍も面白おかしくして話している。

「まぁ、お気の毒どくな殿下」

　そう口では言っているが、レディたちが内心笑いたいのを必死にこらえているのは想像できた。

「泥に足を取られて、上がるに上がれず、じたばたと大おお騒さわぎしていた兄を、レディ・ウララはドレスが汚れるのも構わず飛び込んで、助けてくださったのです」

　そこでレディたちは、いっせいにまぁと感かん嘆たんの声を上げた。

「レディ・ウララは命の恩人ですわ。なのに兄ったら、池に落ちたのを思い出して恥はずかしくなったのか、姿を見せませんの。せっかく、こうしてレディ・ウララがいらしているのに」

　さっきまで冷笑していたレディたちが、今度はいっせいにレディ・ウララを褒め始めた。

　もしかしたらこのレディ・ウララ、ラウル殿下に気に入られてそのまま后になってしまうかもしれない。何しろゴシュラムの王は、変わり者の元気な王妃を迎えたくらいだ。

　そう考え始めたのに違いない。やたら愛あい想そ良くなって、うふふふふ、おほほほほと笑いながら、ラウルを取り囲んで話し始める。そこにミーナが、ラウルのしたおかしなことを、これでもかと次々暴ばく露ろしたので、ますます盛り上がってしまった。

『違う。何か違う。このままじゃ、僕ってただのドジ男になっちゃうじゃないか。もっといい話は、ないのか』

　そこでラウルは思い切り胸を反そらし、声こわ高だかに叫んでいた。

「で、でも、ラウル殿下にも、いいところはたくさんありますわ。誰にでも優しいし、強いし、勇気があるし……」

『えっと、他に、褒められるようなところはあったかな。自分で自分を褒めるのって難しいもんだな』

　言葉が続けられなくなったラウルを、ミーナはにやっと笑って見ている。

『僕が何をしたっていうんだ。ミーナを怒らせるようなことをしたか』

　明らかにミーナは怒っているのだ。ジョージアのドレスを借りて、女性に変身したのがそんなに気に入らないのだろうか。

『うぃっく、ふーっ、酔った、酔った。あれだ、姫ちゃん、俺が元気になるまで、自分の婚こん約やくを我が慢まんしてたんだ。やっと元気になった俺を、ラウルが捕まえておもちゃにしていりゃ、そりゃあ怒りだすよ』

『そんな話、聞いてないよ』

　突然、ファンファーレが鳴り響ひびき、王と王妃が登場する。そして音楽が流れ、楽しいダンスの時間が始まった。

　ラウルは思わず男性のほうに並んでしまって、慌てて位置を変える。そしてとんでもない失敗をしたことに気が付いた。

『ウラル、よくよく考えたら、僕、男としか踊れないんだよね』

『ああ、そうだな』

『男と踊っても、楽しくないと思うんだけど』

『知ったことか。自分で言いだしたんだろ』

　ラウルの体は、勝手に踊りの中に入っていく。最初はパートナーを交こう替たいしていくダンスなので、次から次へと目の前の顔は変わるが、ラウルにしてみればどれもよく知っている相手ばかりだった。

『ダンスは、やっぱり元の姿でしたほうがいいや。何で、こいつらと踊らないといけないんだ。えっ、あっ、ま、まずい』

　どんどんパートナーは替わり、ジュリアス、マリス、アレクと続いたが、その次にいたのは何と父のゴート王だった。

『うっ！　父上と踊るのは……い、嫌かも』

　けれど父がにこやかにラウルの手を取っていた。

「ラウル王子の命の恩人だとか？」

　誰から聞いたのか、もうゴート王はレディ・ウララのことを知っていた。

「え、ええ、いえ、まぁ」

「ラウル王子が欠席で、申し訳ない。非礼に対しては、後できつく叱しかっておく。いずれ日を改めて、また城を訪ねてくれ」

「へ、陛へい下か……あ、ありがとうございます」

　ゴート王はにこにこしている。どうやらおかしな誤解をされたらしい。あのラウルにも、ついに気になるレディができたのかと、親心で喜んでいるようだ。

　ところがさらにその先に行くと、何とレディ騎士ことジョージアがいた。

『な、何で、男のほうで踊ってるんだっ？』

　けれどそれはよくあることだった。普段から男だん装そうしているジョージアは、ダンスに出てもそのまま男性パートで踊ってしまう。かといって、ドレスを着ればちゃんとレディとしても踊れるのだからさすがだが。

　ジョージアが前に来た。背せ丈たけは同じくらい、胸の膨らみも同じくらい。違うのは髪の色と、着ているものだけだ。

「古いドレスですが、大切な思い出の品なので、破いたりなさらないように」

　さらりと言われて、ラウルは血の気が引く思いだった。

「それと純情な我が息子に、おかしな誤解と希望を与えたりなさいませんように……」

　それを言ったときのジョージアの目は、剣の稽けい古こをするときの、情け容よう赦しやない目になっていた。

『うっわーっ、ジョージアにばれたっ！』

　王子だからというだけで、皆にちやほやされて育ったラウルだが、このジョージアだけは別格で、びしびしと厳しく躾しつけてくれたものだ。そのせいで、ラウルが今でも一番怖いと思うのは、ジョージアだった。

『ウラル、に、逃にげよう』

　ダンスが終わった途端に、ラウルは出口に向かってそろそろと移動を開始する。

『なんだ、もう終わりか？　もっと女の子を楽しんだらどうだ？』

『も、もういいよ。ミーナとジュリアとジョージアにばれた』

　その三人が並んで、じっとラウルを睨にらんでいる。ラウルはドレスであることも忘れて、大股で急いで広間から逃げ出した。

『ま、いいか。ワインもたっぷり飲んだし、ご馳ち走そうも腹一杯食ったしな』

　ウラルは吞のん気きにしているが、ラウルはそうもしていられない。元に戻っても、祝宴に遅れたことで、父とマリスから同じような小言を言われ、ミーナとジュリアから嫌みをたっぷり言われるだろう。

『女の子になんてなったって、何にもいいことないじゃないか……こ、これぐらいの楽しみは、あってもいいかも……』

　ドレスを脱ぐ前に、胸の前で揺れているものをつかもうとしたら、途端にぷしゅっと潰つぶれて、元どおりぺったんこになってしまった。

『えっ、えええ……ウラル、それはないよ』

『そういう目的のために神様を使うと、罰ばちが当たるぞ』

『もう十分、当たってる気がするけど』

　気が付けば、すっかり元の姿に戻っている。ラウルは隠しておいた自分の服に着替えながら、やっぱりドレスよりこっちのほうがずっといいと思った。

「よし、レディたちと楽しく踊るぞ」

　とはいえ、前のように素す直なおにレディたちの前で笑えないかもしれない。思っていたより彼女らが意地悪で、正直がっかりしてしまった。

　回かい廊ろうに出ると、いきなりラウルの肩かたに梟ふくろうが乗ってきた。そこにウラルは引っ越すつもりらしい。
















『じゃあな、ボウヤ。何でも面白がるのはいいけど、あんまり羽は目めを外はずして、危ないことにならないように気を付けろ』

「えっ、ウラル、もう行っちゃうの？」

　ウラルが自分の中から消えてしまうとわかった途端、ラウルはとても寂さびしくなってしまった。

「もう少し、ここにいたら？」

『いや、もう少しが永遠になりそうだから、ここでサヨナラするよ』

「そうか……無理を言ってごめんなさい。でも、楽しかった」

『ああ、楽しかったな』

　ふっと体の中が軽くなった気がした。すると梟は、ラウルの肩から飛び立ってしまった。

　何だろう、心はほんわか温かいのに、どこか寂しい。これまで味わったことのない、不思議な気持ちだ。

「あれが神様か……」

　広間に戻ると、いきなり入り口で飛び出してきたジュリアスとぶつかった。

「ラウル様、どちらにいらしてたんです？　レディ・ウララが、ずっと待っていらっしゃいましたよ。あれ、この匂いは……レディ・ウララとご一緒だったのですか？」

　ラウルの体に鼻を寄せてくんくんしながら、ジュリアスは泣きそうな顔をしている。

「そ、そうですよね。レディ・ウララは、ラウル様の特別な人なんですよね」

　まさか抱き合って、キスでもしていたと思っているのだろうか。自分とキスするなんて、それはどう考えても無理だと、ラウルは思わず笑ってしまう。

「ジュリアス、彼女を探しに来たのか？」

「……ダンスを申し込もうと思って。だけど、僕じゃまだレディ・ウララより背が低いから、断られるかな。いえ、それよりラウル様が来たから、もう、ずっとラウル様と踊るんですよね」

　これはまずい。幻まぼろしのレディ・ウララは、どうやらジュリアスの初恋の相手になってしまったようだ。

「ジョージアに……怒られるな」

　何よりそれが怖いラウルは、そこでジュリアスの手をしっかり握り、悲しげな声で囁いた。

「レディ・ウララは、こういうところでは楽しめないからって、帰ってしまった。どうやら貴族とか、嫌いみたいだね」

「そうなんですか……。ラウル様は、またレディ・ウララと会うことがありますか？」

「いや……もう、ないんじゃないかな。それよりジュリアス、アレクは上う手まくやってる？」

「アレク殿下も、レディ・ウララを探してました」

「ええっ？」

　レディ・ウララがもてるのは、ウラルが中にいるからではないのか。ウラルの不思議な力が、人々を惹ひき付けるのだと思いたい。

　そうでも思わないと、レディになったらもてもてなんて、何かラウルとしては釈しやく然ぜんとしないのだ。

「あら、ラウル。レディ・ウララは一緒じゃないの？」

　今度は母のシーナに捕まった。母は何も疑っていないようで、ラウルの背後にいるのではないかと、必死になって探している。

「あなたがレディを連れてくるなんて初めてね。勇ゆう敢かんなレディなんですって？　綺麗な人らしいわね。どんな人なの、ね、池から救い出してくれたんですって？」

「いや……もう、それはいいんです。あれは、その」

　かつてはこの母も、ウラルの力を借りて変身していたのだ。しかもラウルのように短時間ではなく、ずいぶんと長い間ウラルといたのだから特別な思いがあるのだろう。

「母上……神様がいたときって、どんな感じでしたか」

「……さては……」

　ラウルの勘かんがいいのは、この母譲ゆずりなのかもしれない。それまでにこやかだった母の顔は一変し、眉まゆがきりりと上がっていた。

「ずるいわ、ラウル。何で黙だまっていたの」

「い、いや、その」

「私も話したかったのに、ひどいっ」

　もしかしたら一番もてているのは、ウラルなのではないだろうか。皆がウラルと話したがる。けれどウラルは誰よりも自由で、誰よりも気まぐれだから、今宵のラウルは特別に幸運だったのだ。








ＥＮＤ．













あとがき






　ビーズログ文庫の、こんな楽しい企き画かくに参加させていただき、ありがとうございます。

　思えば、創刊時に書いたのが、この『神の眠る国』シリーズでした。以来、ビーズログ文庫では、様々なものを書かせていただき、とても感謝しております。




　人は育っていくときに、噓うそをついてはいけませんと教わります。だけどファンタジー書きの場合は、どんどん噓が書ける才能が必要になるわけですよ。

　私はとんでもない噓つきです。いったいどれだけ噓世界を書いてきたことか。

　不思議なもので、書いている間はその世界の住人のような気がしてくるんですよね。『神の眠る国』シリーズでは、神様ウラルの呪のろいなのか、いっつもお腹なかが空すいてました。




　時代は進み、読書の形けい態たいも変わりつつありますが、送り手にできることはただ一つ。楽しい噓を作り続けることです。

　皆みな様さまの読書生活が、これからもより豊かでありますように。
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